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　東レの研究開発戦略　

－先端材料による事業拡大－
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東レ株式会社
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東レの組織図東レの組織図
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研究開発費・要員の推移（連結）研究開発費・要員の推移（連結）
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員
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年　度

約２８００名約２８００名約４００億円約４００億円

（Ｈ１６年度は計画値）

★研究開発費４００億円、研究開発要員２８００名体制（連結）は引き続き継続
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“プロジェクト　ＮT-Ⅱ”の主要課題“プロジェクト　ＮT-Ⅱ”の主要課題
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

★ 本年４月から、新経営改革プログラム“プロジェクトＮＴ―Ⅱ”をスタート★ 本年４月から、新経営改革プログラム“プロジェクトＮＴ―Ⅱ”をスタート

６．ナンバーOne事業の
　 　拡大・強化

７．海外事業の拡大

“攻め”の

経営課題

“守り”と

“攻め”の

経営課題

“守り”の　

経営課題

４．事業構造改革
事業構造
改革によ
る事業拡
大・収益
拡大

１．意識改革　

　　－活性化、ＣＳＲの推進－

２．体質強化　

　　－国際競争力の強化－

３．経営形態の改革

意識改革・

企業体質
強化

５．先端材料事業の拡大

経営課題経営課題

守りの経営を維持しな
がら攻め攻めの経営を推進

連結営業利益1,000億円
の早期達成

連結営業利益1,000億円
の早期達成

グローバルな高収益企業
グループへの飛躍

グローバルな高収益企業グローバルな高収益企業
グループへの飛躍グループへの飛躍
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東レ研究・開発の強化東レ研究・開発の強化
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

技術融合

１．革新技術を生み出す土壌、歴史
　　　チャレンジテーマ、アングラ研究、基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団
　　　高分子、電情材、医薬・医療、ナノ・バイオ・・・

３．分断されていない研究開発組織
　　　総合力の発揮

４．産官学連携研究をリード
　　　共同研究など１５０件以上、国家研究参画３１件

５．高い分析・解析力
　　　ＴＲＣとの密接な連携

★材料の革新なくして魅力
ある商品は生まれない

★材料の革新なくして魅力
ある商品は生まれない

東レ研究開発の強み東レ研究開発の強み

１．スピードアップ

２． 「効率・効果」の向上

３．基盤・基礎技術の強化

「先端材料事業の拡大」で取り組む
　→“ＳＺプロジェクト”の中で推進

「先端材料事業の拡大」で取り組む
　→“ＳＺプロジェクト”の中で推進

さらに強化すべき点さらに強化すべき点
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ＳＺプロジェクトの推進ＳＺプロジェクトの推進
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

既存製品関連テーマ

Ｓ
Ｚ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｓ
Ｚ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　先端材料開発　 事業拡大テーマ

事業化推進プロジェクト
（新事業開発部門）

戦力傾斜配分

知財力強化

情報力強化

要素技術力強化

　　開発力強化　　

研究改革ステップアップ

　　生産力強化（ＮＴ－Ⅱ工場パワーアップ活動）　　
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技術センターの研究・技術開発体制技術センターの研究・技術開発体制
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

【技術センター重点課題】 特定緊急テーマ 重点開発テーマ

事業本部・部門
技術開発部署

生産本部
技術開発部署

エンジニア
リング部門

研究本部

技術センター
（直轄部署）

技術
センター

知的財産部
ＩＴ事業ＳＢＵ

事業本部・部門
企画部署

繊 維 研 究 所

フ ィ ル ム 研 究 所

化 成 品 研 究 所

複 合 材 料 研 究 所

電子情報材料研究所

地 球 環 境 研 究 所

医 薬 研 究 所

先 端 融 合 研 究 所

機 能 材 料 研 究 所

機能資開センター

水処理技開センター

Ｆ加品開発センター

コンポ開発センター

情報システム部門

医 開 セ ン タ ー

新事業開発部門

ＴＦＲＣ
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研究・技術開発のダイナミックな運営研究・技術開発のダイナミックな運営
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

・研究開発初期から技術・生産・営業との連携を図り、司令塔の下でシナリオを作る
・１～２年プロジェクトに駐在し、また機能本部・部門へ戻るプロジェクティブな運営

・研究開発初期から技術・生産・営業との連携を図り、司令塔の下でシナリオを作る
・１～２年プロジェクトに駐在し、また機能本部・部門へ戻るプロジェクティブな運営

知的
財産部

事業拡大テーマ

事業化推進
　　プロジェクト
（新事業開発部門）

事業化検討テーマ

既存製品関連テーマ

特定緊急テーマ

エンジニア
リング部門

研究本部

技術センター
（直轄部署）

ＩＴ事業ＳＢＵ

事業本部・部門
企画部署

事業本部・部門

技術開発部署

生産本部
技術開発部署

社外
ｴｷｽﾊﾟｰﾄ
経験者

ＴＦＲＣ

技術
センター

事業化検討
次期候補テーマ



8

先端材料の創出先端材料の創出
先端材料の創出先端材料の創出

　１．ナノ先端材料への取り組み

　　　　　◆ナノファイバー　　　◆ナノ積層フィルム

　　　　　◆ナノアロイポリマー　　◆カーボンナノチューブ　
　　　　

　２．情報通信への取り組み

　　　　　◆回路・実装材料　　　◆半導体関連材料

　　　　　◆ＦＰＤ関連材料　　　◆新規分野　　　　　　　

　３．環境への取り組み
　　　　　◆循環社会型素材　　　◆環境低負荷素材

　　　　　◆温暖化防止材料（複合材）

　　　　　◆水汚染の環境低負荷（水処理分離膜）
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９１１

ナノファイバー
ナノ先端材料ナノ先端材料
　　ナノファイバー　　ナノファイバー

■多様なナノファイバーの形態（ナイロン、ＰＢＴ）■多様なナノファイバーの形態（ナイロン、ＰＢＴ）

バンドル構造 単繊維分散構造 ｽﾊﾟｲﾀﾞｰｳｪｯﾌﾞ構造

高性能エアフィルター

高性能液体フィルター

ワイピングクロス

高級アパレル

医療用基材

しなやかさ

ナノ細孔

ナノ凹凸

吸着・吸収性

徐放性

小豆大（０．１５ｇ）の
チップで月まで届く細さ

期待されるナノ効果

極限の細さ

高比表面積

用途展開用途展開用途展開
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ナノ積層フィルムナノ積層フィルム
ナノ先端材料ナノ先端材料
　　ナノ積層フィルム　　ナノ積層フィルム

1000nm
（=1μm） 100nm 10nm 1nm

従来技術従来技術 新技術新技術

5nm

平均層厚み (nm)

PET

異素材ポリマー

縦
方
向　

熱
収
縮
率
（％
）

耐
引
裂
強
度
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ｍ
）

■

■

■

■

■

ナノ効果
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1
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◆ ガラス保護フィルム（安全＆防犯用）

◆ 電子材料用テープ

◆光学機能フィルム

【新開発ﾌｨﾙﾑ】【PETﾌｨﾙﾑ】

不合格不合格

落球貫通性能試験　（高さ３ｍ　重量２．２ｋｇ）

合格合格

貫通

用途展開用途展開用途展開
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ナノアロイポリマーナノアロイポリマー
ナノ先端材料ナノ先端材料
　　ナノアロイポリマー　　ナノアロイポリマー

電子顕微鏡写真

（例）ポリ乳酸ナノアロイ（例）ポリ乳酸ナノアロイ

開発材の特性

１０ｎｍ

高性能異種ポリマーが、
ネットワーク構造を形成、
成形性、耐熱性が向上！ 40

60

80

100

120

140

0 50 100 150

アイゾッド衝撃強度、ﾉｯﾁ有　（Ｊ／ｍ）

荷
重
た
わ
み
温
度
　
（
℃
）

ポリ乳酸

ｱｲｿﾞｯﾄ衝撃強度（Ｊ／ｍ）

開発材

０ ５０ １００ １５０
４０

６０

８０

１００

１２０

１４０

熱
変
形
温
度
（
℃
）

　耐熱性

　衝撃強度

　耐薬品性

　流動性

　成形性

特性改善特性改善特性改善

高分子設計

相溶化剤設計

コンパウンド技術

ポリマー
Ａ
＋
ポリマー
Ｂ

従来アロイ 相反転アロイ
ナノアロイポリマー
の構造制御に成功

ナノアロイポリマー
の構造制御に成功

ナノ分散アロイ ナノ共連続アロイ
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カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）
ナノ先端材料ナノ先端材料
　　カーボンナノチューブ　　カーボンナノチューブ

ゼオライト利用ＣＣＶＤ法（Catalyst-supported Chemical Vapor Deposition）

産学連携　：　東京大学
丸山助教授

ＣＮＴ純度：９９％以上
単層ＣＮＴ純度：９０％９０％以上以上

産学連携　：　名古屋大学
　 篠原教授

２層ＣＮＴ２層ＣＮＴ

ＣＮＴ純度：９９％以上
２層ＣＮＴ純度： ６０％６０％以上以上

検討状況検討状況検討状況

◆大型の試験生産設備を完成

◆量産技術検討を開始

◆二次加工技術の検討推進

◆社外連携先との応用研究も推進

用途展開用途展開用途展開

◆ディスプレー材料（電子放出材料）

◆燃料電池材料（触媒担体）

◆ポリマー添加剤（導電性、放熱性材料）
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情報通信分野への取り組み情報通信分野への取り組み
情報通信情報通信
　　

◆回路実装材料への取り組み

◆半導体関連材料への取り組み

◆ディスプレイ材料への取り組み

◆新規開拓分野
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回路・実装材料への取り組み回路・実装材料への取り組み
情報通信情報通信
　　回路・実装材料　　　回路・実装材料　

次世代パターン
加工技術

高接着強度・
高寸法安定性

ハイブリッド材料

機能高分子設計
無機微粒子分散

ＴＡＢ用接着フィルム

半導体接着シート

銅メッキ膜フィルム

ＩＣ実装用
フレキシブル基板

フレキシブル
配線基板

パソコン
リジッド基板

ＰＩ：ポリイミド

ＩＣ

銅箔ラミフィルム

接着剤
＋
微粒子

ＰＥＴｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾑ

接着剤

ＰＥＴｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾑ

ＰＩﾍﾞｰｽﾌｨﾙﾑ

銅箔

ＰＩﾍﾞｰｽﾌｨﾙﾑ 接着剤

銅メッキ膜

ＰＩﾍﾞｰｽﾌｨﾙﾑ

高分子設計　フィルム　コーティング　接着　メッキ　微粒子分散

高誘電率材料

無機微粒子
高密度ナノ分散

携帯電話

小型・薄型化 高機能集積化電子機器
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高誘電率材料／ハイブリッド材料高誘電率材料／ハイブリッド材料
情報通信情報通信
　　回路・実装材料　　回路・実装材料
　　　　高誘電率材料　　　　高誘電率材料//ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ材料ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ材料

高周波モジュールの例 ＩＣ

層間導通穴

独自の
ハイブリッド
材料技術

セラミック板

任意の形状

高精度加工

キャビティ

多層セラミック基板用ハイブリッド材料多層セラミック基板用ハイブリッド材料多層セラミック基板用ハイブリッド材料

銅ﾒｯｷ層

銅箔

基材
0

20

40
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80

100

120

140

0 20 40 60 80 100

高誘電率粒子充填率（体積％）

比
誘
電
率
　
（
周
波
数
　
１
M
H
z）

従来技術品

ナノ分散で
低空隙高充填化

高充填化開発品

空隙増大

５μｍ

高誘電率層

比誘電率“１２５”：樹脂系で世界最高レベル達成
充填率“８０％”　：ナノ分散技術で高充填化達成
比誘電率“１２５”：樹脂系で世界最高レベル達成
充填率“８０％”　：ナノ分散技術で高充填化達成

基板内蔵キャパシタ用高誘電率層間絶縁材料基板内蔵キャパシタ用高誘電率層間絶縁材料基板内蔵キャパシタ用高誘電率層間絶縁材料

良
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次世代パターン加工技術次世代パターン加工技術
情報通信情報通信
　　回路・実装材料　　回路・実装材料
　　　　次世代パターン加工技術　　　　次世代パターン加工技術

2003 2004 2005 2006 2010

35 30 25 10

寸法安定性限界

20ピッチ(μm)

従来COF技術

年

寸法許容幅 (%) ±0.04 ±0.02 ±0.01

新開発技術

２０μm ピッチ

駆動ＩＣ（ＣＯＦ）ピッチ

IC

端子

PI フィルム 銅線

LCDパネル

液晶（ＬＣＤ）とＩＣとの接続 ＬＣＤ駆動ＩＣの接続ピッチのトレンド

◆ ２０μｍ以下の微細ピッチ

◆ ±０．００１％の位置精度

優れた特性優れた特性優れた特性

◆加工中のポリイミドフィルムの寸法変化を抑制するフィルム加工革新技術を開発

◆配線形状を微細に制御でき、ファインピッチ化に有利な「セミアディティブ法」を採用

技術ポイント技術ポイント技術ポイント
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ディスプレイ材料への取り組みディスプレイ材料への取り組み
情報通信情報通信
　　ディスプレイ材料　　　ディスプレイ材料　

有機ＥＬ 有機ＥＬ材料 赤色発光材料
有機蛍光体材料

有機ｷｬﾘｱ輸送材料

従来
材料

当社
材料

マスク蒸着・封止

有機半導体物性制御

ドライパターニング

ＰＤＰ（プラズマ）
背面板 格子状隔壁

蛍光体ペースト

ペーストコーティング

感光性ペースト
微粒子分散

三次元パターン形成技術

焼　成

ＬＣＤ（液晶）
カラーフィルター（ＣＦ） 半透過型ＣＦ（ＴＡＦ） 樹脂ＢＭペースト

カラーペースト

スリットコーティング

顔料ナノ分散

大面積コーティング

材料設計　コーティング・薄膜形成　感光化　微粒子分散　プロセス技術
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低分子有機ＥＬ発光材料低分子有機ＥＬ発光材料
情報通信情報通信
　　ディスプレイ材料　　ディスプレイ材料
　　　　　　　　低分子有機ＥＬ発光材料低分子有機ＥＬ発光材料　　

ガラス基板

発　光

正孔

＋

電子
－

－＋

電子輸送層

電子輸送材料：東レＥシリーズ

　低駆動電圧化、高色純度保持が可能

電子輸送材料：東レＥシリーズ

　低駆動電圧化、高色純度保持が可能

電子輸送材料の低駆動電圧効果赤色発光（発光材料＋電子輸送材料）

電圧　（Ｖ）

輝
度
　
（
ｃ
ｄ
/
㎡
）

0 2 4 6 8 10
0

100

200

300

400

500

東レ電子輸送材料

汎用材料
(Alq)

－

0.5μm

東レ有機EL材料の特性東レ有機東レ有機ELEL材料の特性材料の特性

有機ＥＬの構造と東レ開発材料有機ＥＬの構造と東レ開発材料有機ＥＬの構造と東レ開発材料

良

0.650.60

2.0

4.0

6.0

8.0

色純度（CIE色度図x座標）

発
光
効
率

0

東レ

東レ

耐久性：３万５千時間以上

動画対応
実用領域

（cd/A）

良

良

Ａ社

Ｂ社

陰極

発光層（ﾎｽﾄ+ｹﾞｽﾄ）
赤色発光材料
　ホスト：東レＨシリーズ
　ゲスト：東レＤシリーズ
　高色純度・高効率・長寿命を実現

赤色発光材料
　ホスト：東レＨシリーズ
　ゲスト：東レＤシリーズ
　高色純度・高効率・長寿命を実現

正孔輸送層

ITO陽極
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９

フィルムの展開フィルムの展開
情報通信情報通信
　　新規分野　　新規分野
　　　　　　　　フィルムの展開フィルムの展開　　

ポリマー技術

製膜技術

新規ポリマー

溶液製膜

溶融製膜

分子構造設計・制御

表面設計・制御

ポリマー設計
情報処理

情報表示

"トレリナ"フィルムが可能にした
　　　チップ型フィルムコンデンサ

"ミクトロン"が可能にした小型大容量テープ

超透明"ルミラー"を加工した
　　　　　　光学機能フィルム群

ＬＣＤバックライト

超白色高反射"ルミラー"

ポリイミドフィルム

"カプトン"
二軸延伸アラミドフィルム

　"ミクトロン"

二軸延伸ＰＰＳフィルム

"トレリナ"フィルム

二軸延伸ＰＥＴフィルム

"ルミラー"－超透明－

二軸延伸ＰＥＴフィルム

"ルミラー"－超白色－

二軸延伸ＰＥＴフィルム

"ルミラー"
　　－高強度・高精細表面－

高耐熱

高剛性

高寸法安定性

平滑・易滑性

超透明

高反射

基盤要素技術　　　　　　　　性能の極限追求　　　　　　　　　　　　　　情報通信分野へ

"　"内は東レ株式会社の登録商標です 光学機能フィルムに注力

情報記憶
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有機エレクトロニクス有機エレクトロニクス
情報通信情報通信
　　新規分野　　新規分野
　　　　有機エレクトロニクス　　　　有機エレクトロニクス

有機エレクトロニクス材料の応用展開有機エレクトロニクス材料の応用展開有機エレクトロニクス材料の応用展開

ディスプレイ

トランジスタ

液晶
有機ＥＬ

有機
レーザー

有機化学

有機合成

高分子化学

塗布技術

電気化学

量子化学

フィルム技術

電子部品

超伝導素子

分子素子

太陽電池

人工筋肉

化学電池

電子写真

絶
縁
体

金
属

メモリ素子

超
伝
導

半
導
体

フレキシブルディスプレイ フレキシブル太陽電池

＋
－

用途イメージ図用途イメージ図用途イメージ図
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ダイレクトメタノール型燃料電池ダイレクトメタノール型燃料電池
情報通信情報通信
　　新規分野　　新規分野
　　　　　　　　ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒﾀﾉｰﾙ型燃料電池ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒﾀﾉｰﾙ型燃料電池

高分子電解質膜
(従来品：Nafion117)

ＭＥＡ：　Membrane（膜）　Electrode（電極）　Assembly（複合体）

メタノール水溶液
酸素

H2O

触媒

H+
e-

電極
ﾒﾀﾉｰﾙ

CO2

MCO： Methanol Cross-Over
（メタノール透過）

※高効率化にはMCO削減が必要

MCO： Methanol Cross-Over
（メタノール透過）

※高効率化にはMCO削減が必要

◆ エネルギー密度

　　Ｌｉイオン二次電池レベル（実用化には３倍必要）

ＭＥＡ

現状性能現状性能現状性能

日経ﾅﾉﾃｸ
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｪｱ展示
（H16.9.29～10.1）

試作品

膜の性能膜の性能

高出力 MEAの実現

◆電解質膜： ＭＣＯ：１／６（Nafion比）

◆膜/触媒：低界面抵抗

◆触媒層： 新設計・新材料

［イオン伝導度:Nafion同等］

0 20 30
メタノール濃度　（％）

出
力
密
度

東レ

10

Nafion117

0

0.5

1.0

0 0.5 1.0

イオン伝導度（規格化）

Ｍ
Ｃ
Ｏ
（
規
格
化
）
　

Nafion117

東レ

新規膜の
設計・合成

ＭＥＡの性能ＭＥＡの性能

良

良

（フィルム）

東レ製ＭＥＡの特徴東レ製ＭＥＡの特徴東レ製ＭＥＡの特徴

国家研究プロジェクト参画：新エネルギー・産業技術総合開発機構(ＮＥＤＯ)から委託研究
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電磁波吸収ペーパー状新素材の開発電磁波吸収ペーパー状新素材の開発
－ユビキタス時代の電磁環境制御材料－－ユビキタス時代の電磁環境制御材料－

情報通信情報通信
　　新規分野　　新規分野
　　　　電磁波吸収ペーパー　　　　電磁波吸収ペーパー

無線ＬＡＮ・衝突防止レーダー等幅広い無線システムの電磁環境保全に適応

電磁環境制御が情報化社会の
信頼性を築くキー・テクノロジー

電磁環境制御が情報化社会の
信頼性を築くキー・テクノロジー

電磁環境問題が関わる
分野・用途

自動車
・車載機
（ｶｰﾅﾋﾞABSﾞ制御）
・ITS
（高度道路交通ｼｽﾃﾑ）
・ハイブリッド車（駆動系）

特需

・航空機用ＲＡＭ材料
・船舶ﾚｰﾀﾞ偽像防止材料
・電波暗室

・無線ﾀｸﾞ
・ICｶｰﾄﾞ
（Icoca、Suica、電子ﾏﾈｰ）

流通／交通 人体防護

・携帯電波からの保護
・体外/体内式ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ
・医療機器
　（人工呼吸器、透析器
　　輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ、MRI）

建物・公共施設
・ｵﾌｨｽ無線ＬＡＮ
（情報漏洩防止）
・駅等公共空間ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ
・病院構内ＰＨＳ

米国での電波暗室施工例

電波吸収性能電波吸収性能電波吸収性能

電波暗室への適応（２００４年本格展開）電波暗室への適応（２００４年本格展開）電波暗室への適応（２００４年本格展開）

２００５～展開計画用途２００５～展開計画用途２００５～展開計画用途

比誘電率（電波吸収の指標）が従来比１０～１００倍比誘電率（電波吸収の指標）が従来比１０～１００倍

東レ特殊導電繊維

1

10

100

1000

0 5 10 15 20

周波数（GHz）

比
誘
電
率
（
ε
）

実数部

虚数部

虚数部

実数部

開発品

従来品

【外観写真】

良

◆オフィスにおける

　　　　無線ＬＡＮ通信環境改善材料

◆航空機内・電車・医療現場における

　　　　不要電波抑制材料

◆ ＩＴＳ（高度道路交通情報システム）

　　　　電磁環境改善材料
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環境分野への取り組み環境分野への取り組み
環境環境

◆循環社会型素材への取り組み

◆環境低負荷素材への取り組み

◆温暖化防止への取り組み
　　　　　　　炭素繊維複合材料

◆水汚染の環境低負荷への取り組み
　　　　　　　水処理分離膜・システム



24

非石化原料素材への取り組み非石化原料素材への取り組み
環境環境
　　循環社会型素材　　循環社会型素材
　　　　非石化原料素材　　　　　非石化原料素材　

東レは、バイオテクノロジーを駆使して非石化原料素材に取り組んでいます東レは、バイオテクノロジーを駆使して非石化原料素材に取り組んでいます

ストレッチ繊維

重合
３ＧＴ３ＧＴ1,3-ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

ｼﾞｵｰﾙ
(+TPA)

ポリ乳酸ポリ乳酸乳酸

ポリ乳酸繊維
使用の一例

重合

セルロース

植物由来原料

ｾﾙﾛｰｽ繊維ｾﾙﾛｰｽ繊維

水、二酸化炭素

光合成

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

化石原料
ナイロン

ポリエステル

アクリル

ポリウレタン

など

繊維
織編物
衣料製品

重合精製・合成
原料
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９

柔軟ポリ乳酸フィルム柔軟ポリ乳酸フィルム
環境環境
　　循環社会型素材　　循環社会型素材
　　　　柔軟ポリ乳酸フィルム　　　　柔軟ポリ乳酸フィルム

　
日経新聞第１面掲載（Ｈ１６．７．３）

地球環境に優しい素材である植物由来のポリ乳酸　(PLA:Poly Lactic Acid)　
からなる「完全生分解性柔軟フィルム」の開発に世界で初めて成功

地球環境に優しい素材である植物由来のポリ乳酸　(PLA:Poly Lactic Acid)　
からなる「完全生分解性柔軟フィルム」の開発に世界で初めて成功

１００％ＰＬＡフィルム
ＯＰＰ

弾性率　（ＧＰａ）

融
点　

（℃
）

柔軟ＰＬＡフィルム

※ＰＢＡＴ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｱｼﾞﾍﾟｰﾄ・ﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ
　 ＰＢＳＡ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄ・ｱｼﾞﾍﾟｰﾄ
　 ＰＣＬ　 ：ﾎﾟﾘｶﾌﾟﾛﾗｸﾄﾝ

ＰＬＡ

ＬＤＰＥ

ＰＢＳＡ

ＰＣＬ

ＰＢＡＴ

ＯＰＰ

50

100

150

200

0 1 2 3 4

柔軟ＰＬＡフィルム

　
　 　

ＰＬＡ

ＬＤＰＥ

ＰＢＳＡ

ＰＣＬ

ＰＢＡＴ

ＰＰ

ＰＢＡＴ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｱｼﾞﾍﾟｰﾄ・ﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ
ＰＢＳＡ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄ・ｱｼﾞﾍﾟｰﾄ
ＰＣＬ ：ﾎﾟﾘｶﾌﾟﾛﾗｸﾄﾝ

良

フィルム特性比較フィルム特性比較フィルム特性比較
良

柔軟ＰＬＡフィルム

★今後、完全生分解性の環境対応型フィルムとして大きな需要が期待
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環境低負荷素材への取り組み環境低負荷素材への取り組み
環境環境
　　環境低負荷素材　　環境低負荷素材
　　　　非ハロ難燃素材　　　　非ハロ難燃素材

東レは今後も、環境低負荷素材分野の先端材料を持続的に創出していきます東レは今後も、環境低負荷素材分野の先端材料を持続的に創出していきます

ナイロンＰＢＴ ＡＢＳ非ハロゲン難燃樹脂

プリンター定着器カバー 電気・電子コネクター

ＰＥＴ非ハロゲン難燃繊維

工業資材

インテリア

衣料用途

新規難燃技術開発中 フレキシブルプリント基板

モーター絶縁

粘着テープ

フラットケーブル

“ルミラー”ＺＶ　（２００４年４月上市）

ＰＥＴ非ハロゲン難燃フィルム
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炭素繊維の市場予測と用途展開炭素繊維の市場予測と用途展開
環境環境
　　温暖化防止　　温暖化防止
　　　　複合材　　　　複合材

0

10,000

20,000

30,000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

パソコン筐体

炭
素
繊
維
需
要
　
（
ト
ン
／
年
）

産業用途

航空機

スポーツ用品

風車

海底油田部材

自動車部材

大型建築物

航空機構造部材

ＣＮＧタンク

ゴルフシャフト

テニスラケット



28

耐衝撃性の向上耐衝撃性の向上
環境環境
　　温暖化防止　　温暖化防止
　　　　複合材　　　　複合材

0

衝撃エネルギー （in-lb/in）

衝
撃
後
圧
縮
強
度
(M
P
a)

アルミニウム合金

従来CFRP

0 500 1000 1500 2000

100

200

300

400

500

600

＜航空機構造が受ける外部衝撃＞

跳ね石
雹（ひょう）

工具落下（製造工程）

＜積層CFRPパネル＞

＜粒子層間強化＞

衝撃による
層間剥離

炭素繊維層

炭素繊維層

層間強化による耐衝撃性の向上

衝撃後圧縮強度（Compression After Impact）

衝撃 圧縮

粒子層間強化CFRP

熱可塑樹脂粒子
（エネルギー吸収）

クラック

粒子層間強化技術粒子層間強化技術粒子層間強化技術

良

★ 粒子層間強化技術により高耐衝撃性を実現、Ｂ７７７、Ｂ７Ｅ７一次構造材に採用
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航空機用途への展開航空機用途への展開
環境環境
　　温暖化防止　　温暖化防止
　　　　複合材　　　　複合材

水平尾翼 胴体

垂直尾翼

翼

胴体翼

翼胴フェアリング

胴体

Ｂ７ＥＢ７Ｅ７７
“オール複合材航空機”

Ｂ７７７Ｂ７７７
フロアビーム
（床構造材）

エンジンカバー

垂直尾翼

複合材料使用部材

約５０１２３CFRP使用比率（ｗｔ％）

Ｂ７Ｅ７

200819951982導入時期

一次構造体
(主翼、尾翼、胴体等)
二次構造体

一次構造体
(尾翼 など)
二次構造体

二次構造体CFRP使用部位

Ｂ７７７Ｂ７６７型　式

★ボーイング社受注（18年間で約３，３００億円）、先端材料創出で更なる事業拡大
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自動車用途への展開自動車用途への展開
環境環境
　　温暖化防止　　温暖化防止
　　　　複合材　　　　複合材

ＣＦＲＰ適用部位と軽量化効果

（　　）内数値はスチール品との比較、リアスポイラーのみＡＢＳ樹脂との比較

ＣＦＲＰ化で約５０％の軽量化効果が期待

フード（－１２ｋｇ）

プラットフォーム（－１５０ｋｇ）

インパクトビーム（－３ｋｇ）

トランクリッド（－５ｋｇ）

リアスポイラー（－４ｋｇ）

プロペラシャフト（－５ｋｇ）

ディフューザー（－１０ｋｇ）

約２００ｋｇの軽量効果

ルーフ（－１０ｋｇ）

ＣＦＲＰ適用効果ＣＦＲＰ適用効果

運転性能向上（プロペラシャフト）

振動減衰性向上・固有振動数UP

運転性能向上（プロペラシャフト）

振動減衰性向上・固有振動数UP

衝突安全性向上（プロペラシャフト）

衝撃エネルギー吸収

衝突安全性向上（プロペラシャフト）

衝撃エネルギー吸収

組立工数・経費削減
一体化によるモジュール化効果

組立工数・経費削減
一体化によるモジュール化効果

安全性向上
材料疲労特性向上

安全性向上
材料疲労特性向上

＊ 「革新的温暖化対策技術プログラム」（経産省：Ｈ１５～Ｈ１９年度）

軽量化
燃費向上→温暖化対策

軽量化
燃費向上→温暖化対策
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水処理事業の新しい展開水処理事業の新しい展開
環境環境
　　水汚染の環境低負荷　　水汚染の環境低負荷
　　　　水処理事業の新しい展開　　　　水処理事業の新しい展開

東　レ

水道機工

・素材(ｴﾚﾒﾝﾄ､ﾓｼﾞｭｰﾙ)事業

・海外ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾄ事業

・国内ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾄ事業

東レグループの水処理事業強化

（東レ連結子会社）

東レ
20％

2004年7月 東レ
51％国内ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾄ

事業を集約

1.0MPa 0.5MPa　

40% 60%　

ＵＦ（ＰＡＮ） ＭＦ（ＰＶＤＦ）

革新低ﾌｧｳﾘﾝｸﾞ

ＭＢＲ ｾﾞﾛＭＢＲ
トレフィル－Ｆ
中空糸膜モジュール

90% 95% 99%

革新低ﾌｧｳﾘﾝｸﾞ

超純水

海水淡水化

上水

低圧運転

高回収率

高ﾎｳ素除去

耐久性向上

分　野 市場の要請

ゼロエミッション

下水再利用

下水再利用

低ﾌｧｳﾘﾝｸﾞ

低ﾌｧｳﾘﾝｸﾞ

1990 2000

RO

膜

UF
＆
MF

海水淡水化
プラント

ナノ孔径制御

表面修飾

耐久性ポリマ

膜分離技術の進化膜分離技術の進化膜分離技術の進化 当社技術の強み当社技術の強み当社技術の強み

東　レ

水道機工

東ﾚｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
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東レの水処理分離膜技術東レの水処理分離膜技術
環境環境
水汚染の環境低負荷水汚染の環境低負荷
水処理分離膜技術水処理分離膜技術

欧州ﾊﾟｲﾛｯﾄﾃｽﾄで他社比２倍の処理能力実証、高評価

0透
水
量
(l
/
m
2
/
h
)

雨天時（ﾋﾟｰｸ）

晴天時（平均）

0

50

東レ Ｂ社

下水処理用膜システム（MBR：Membrane Bio Reactor）下水処理用膜システム（MBR：Membrane Bio Reactor）

東レ

クボタ

３．０

孔径 (ｎm)

東レ

クボタ

0

0.5

1.0

1.5

２００ ４００ ６００ ８００

東レ

Ｂ社

３．０ μｍ

孔
数
(1
0
1
2 /
m
2
)

放流下廃水

分離膜
（平膜）

活性汚泥

ＰＶＤＦ分離膜使用
新規膜開発

ナノオーダーで
膜の細孔構造制御

高性能ＲＯ膜の開発、競争力強化高性能ＲＯ膜の開発、競争力強化 ホウ素（柑橘類の立ち枯れ、不妊症）の効率的除去

良

精密分子設計・ナノ加工技術による膜構造の緻密化

東南アジアの海水淡水化
プラントで受注決定

85

90

95

100

0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

改良膜

従来膜

0.4 0.5 0.6 0.７ 0.８

100

95

90

85

ホ
ウ
素
除
去
率
（％）

造水量（ｍ３／ｍ２・日）

ホウ酸(分子径0.4nm)

孔

ＲＯ膜

基材基材

支持膜支持膜

孔径

孔
数

従来膜

改良膜

ＲＯ膜の孔径分布イメージ

0.1 1(nm)

新規技術のポイント新規技術のポイント新規技術のポイント
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ライフサイエンス分野への取り組みライフサイエンス分野への取り組み
ライフサイエンスライフサイエンス

◆創薬への取り組み

◆ゲノム・プロテオーム研究戦略

◆新型ＤＮＡチップ
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創薬への取り組み創薬への取り組み
ライフサイエンスライフサイエンス
　　創薬　　創薬

基盤技術

ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙｹﾐｽﾄﾘｰ

ＣＡＤＤ

ゲノム・蛋白分析

材料・バイオ技術材料・バイオ技術

疾患関連遺伝子疾患関連遺伝子

革新医療革新医療

ゲノム創薬ゲノム創薬

先端融合研
新薬探索

ＴＲＫ８２０ＴＲＫ８２０

ＴＲＫ０９１ＴＲＫ０９１

事業拡大

フエロンフエロン

ドルナードルナー

適応拡大 新薬開発

周辺領域
新規領域
への
事業拡大

（開発品）（製品）

プロテオーム解析プロテオーム解析

疾患関連蛋白疾患関連蛋白

革新新薬
の創出

重点疾患で
新薬探索

ＤＤＳ

先端融合研
との共同など

ＤＤＳ技術ＤＤＳ技術

・
・
・

連携

製薬会社

ライブラリー導入

標的蛋白同定

特色あるグローバルニッチ製品群を構築
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ゲノム・プロテオーム研究戦略ゲノム・プロテオーム研究戦略
ライフサイエンスライフサイエンス
　　ゲノム・プロテオーム　　ゲノム・プロテオーム

新規医薬の創製
検査・診断ツールの開発
　　◆高性能ＤＮＡチップ
　　◆高性能タンパク質解析

臨床診断 臨床検体（細胞、組織） 血液

検査・診断マーカー 創薬ターゲット分子

統合データベース構築

疾患関連遺伝子・タンパク質の絞り込み

疾患との関わり検証

バイオツール
の開発

臨床情報
遺伝子情報

（ＤＮＡチップ）

タンパク質情報

（特殊前処理ﾃﾞﾊﾞｲｽ）

ゲノム・プロテオームゲノム・プロテオーム
研究プロジェクト研究プロジェクト

（先端研・医薬研）（先端研・医薬研）

ナショプロ、大学、
臨床機関との連携

　　・京都大（癌）

　　・HS財団（ﾀﾝﾊﾟｸ）

患者
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新型ＤＮＡチップの開発新型ＤＮＡチップの開発
ライフサイエンスライフサイエンス
　　　新型ＤＮＡチップ　　　新型ＤＮＡチップ

日経新聞テクノロジー面トップに掲載（Ｈ１６．９．１７）

疾患関連遺伝子情報

従来型ＤＮＡチップ

東レ東レ 京大医薬連合京大医薬連合東レ東レ

高速、高精度ＤＮＡチップ

ノイズの大幅低減シグナル強度の向上 検出感度の飛躍的向上
（従来型チップの１００倍）

従来比１００倍の
高感度化に成功

＋

新型ＤＮＡチップ開発新型ＤＮＡチップ開発新型ＤＮＡチップ開発
京大との連携京大との連携京大との連携

辻本教授など

高速検出
（従来型チップの１０倍）

高定量性

高再現性従来型ＤＮＡチップ 新型ＤＮＡチップ

遺伝子診断チップ遺伝子診断チップ ゲノム創薬ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽゲノム創薬ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

本開発の一部はＮＥＤＯ「バイオ・ＩＴ融合機器開発プロジェクト」の支援を受けています
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研究改革ステップアップ研究改革ステップアップ
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

プロジェクトＮＴ２１
「研究改革」

プロジェクトＮＴ－Ⅱ
「研究改革ステップアップ」

「自前主義からの脱却」 「連携・融合の強化（異分野・社内外組織）」

基本姿勢

の改革

テーマの

改革

人・組織

の改革

テーマ

創出力強化

スピード

アップ

固有技術

の創出

ステップアップ
（戦略的思考・行動の強化）

１．テーマ創出力強化
情報収集力（海外拠点）、異分野融合、品質企画力など

２．スピードアップ
事業化推進プロジェクト、有力企業との連携、ＴＦＲＣなど

３．固有技術の創出
ベンチャー企業、要素技術のInnovativeな組み合わせなど
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大型テーマの創出大型テーマの創出
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

情報収集力・共有力と企画力を強化して大型テーマを創出する情報収集力・共有力と企画力を強化して大型テーマを創出する

市　場

業　界 学　会 大型テーマ検討会

ＣＲ企画室

有力企業技術交流会

アングラ研究

など

多様な企画活動多様な企画活動

情報源情報源

メ
デ
ィ
ア

品質企画Ｇ 市場ニーズ研究所

・光学フィルム
・アメニティ
・ＩＴ ・安全

　商品企画

　機能評価
技術情報

要素技術
新商品提案

営業

研究スタッフ

マルチマルチ
コミュニケーションコミュニケーション
運動運動

技術生産

東レＧ

行
政

大
型
テ
ー
マ

企画力強化企画力強化企画力強化情報収集力・共有力強化情報収集力・共有力強化情報収集力・共有力強化



39

固有技術の創出（技術力固有技術の創出（技術力UPUP））
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

革新的固有技術に常にチャレンジし、新しい技術ソースを探求する革新的固有技術に常にチャレンジし、新しい技術ソースを探求する

先端分野での国内外有力ベンチャー企業と連携ベンチャー企業との連携

医薬

分野

薬剤候補化合物のコンピューターによる
スクリーニング技術および薬理評価技術

注目技術

ゲノム創薬での候補化合物探索

連携する目的

Ａ社（独）

ベンチャー企業名

有力企業、公的研究機関、海外の有力大学と連携、ナショプロ活用社外との連携強化

例： 理化学研究所（「産業界との融合的連携研究プログラム」で採択）

　　　 ◆チーム名　：　複合機能発現材料研究チーム

　　　 ◆研究課題 ： 「ナノスケール複合材料を用いた特異的 　

　　 　光学特性の発現と応用に関する研究」

　 　　◆研究期間　：　４．５年
（件）

参
画
件
数

国家プロジェクト積極的参画

0

10

20

30

40

H13 H14 H15 H16

28
24

13

31

技術的ハードルは極めて高いが、事業的・経営的貢献が高いテーマに挑戦チャレンジテーマの設定
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知的財産力の強化知的財産力の強化
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

現状と課題

◆ 過去５年間の出願数　：　　２５００～３０００件

◆過去５年間の登録数　：　　　 ６５０～　９００件

◆今後は質の向上に注力

取り組み

戦略思考･行動戦略思考･行動 研究者の強化研究者の強化 基盤の整備･充実基盤の整備･充実強化の
ポイント

知
的
財
産
力
強
化

重点テーマ戦略的出願重点テーマ戦略的出願 特許戦略検討会の強化特許戦略検討会の強化

業績評価へ反映業績評価へ反映 特許検索ﾂｰﾙ充実特許検索ﾂｰﾙ充実教育制度見直し教育制度見直し



41

人材の確保と育成・活性化人材の確保と育成・活性化
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

有力大学ラウンド、
個別リクルート強化

人材の確保

新大卒の定期採用の継続

新しい分野
経験者採用の強化

学会・業界での情報・
人脈ネットワーク構築

先端材料分野
の早期事業化

新製品・
新技術創出

　　●　開発力強化には人材の確保と育成が必須　
　　●　新しい分野の開発部署に優秀な経験者採用を強化

　　●　開発力強化には人材の確保と育成が必須　
　　●　新しい分野の開発部署に優秀な経験者採用を強化

人材の育成

優秀若手の積極的登用

女性の積極的活用

次期リーダー候補者の選抜、育成

高い
専門性

豊かな
発想力

強い
行動力

要素技術連絡会の充実・活性化

実力主義

目標管理評価

評価の客観化・
透明化

課長層研修

リーダー研修

研究・開発・生産間
ローテーション
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東レの研究・技術専門職制度東レの研究・技術専門職制度
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

社員の目標となる高度な専門家が育つ経営風土

（１） 研究・技術専門職制度
　　◆職掌・資格・職位体系

　　◆研究専門職昇格審査

（２） リサ－チフェロ－制度
　　◆専門職の鑑となる研究者を明示

　　◆研究に専念できる風土を確立

　　◆若い研究者が、「研究専門職」を
　　　 目指して切磋琢磨する風土を確立　

（３） 理事（専門分野） ・常任／専任理事（専門分野）制度

　　◆担当職専門分野の高度なスペシャリスト

　 （取締役と同等もしくはそれに準ずる成果・貢献を期待）

電子情報材料研究所電子材料物性２００４

先端融合研究所高分子材料設計２００４

フィルム研究所高分子構造設計２００４

医薬研究所医薬品化学２００３

医薬研究所ゲノム創薬２００２

機能材料研究所機能高分子１９９９

所属研究所専門分野認定年

＊研究専門職のみ（毎年１回、審査を経て、認定）

現在認定されているリサーチフェロー＊現在認定されているリサーチフェロー＊
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ＴＦＲＣとの一体運営　　ＴＦＲＣとの一体運営　　
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

基本コンセプト

　　中国ビジネスをサポートする商品開発・技術支援

　　中国の優秀な人材を活用した高分子基礎研究強化

　　中国大学・研究機関との連携強化

　　　→　（例）オープンラボの活用（上海交通大など）

テキスタイル研究部

重合・製糸研究部

産業資材研究部

高分子材料研究所

研究渉外部

研究者要員計画（ＴＦＲＣ）

（水処理研究所）

水処理研究所

ブランチラボ

本部

南通南通ＴＦＲＣＴＦＲＣ

上海上海

Ｈ１５年度　：　約　５０名
Ｈ１６年度　：　約１５０名
　　↓
Ｈ２０年度　：　約３５０名

Ｈ１５年度　：　約　５０名
Ｈ１６年度　：　約１５０名
　　↓
Ｈ２０年度　：　約３５０名

ＴＦＲＣ組織
南通（高次加工棟）南通（高次加工棟） 上海（ブランチラボ）上海（ブランチラボ）
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ＳＺプロジェクトでスピードアップＳＺプロジェクトでスピードアップ
ＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

スピードアップ

Fuzzy
Front

先端材料

ナンバーＯＮＥナンバーＯＮＥ
ファーストＯＮＥファーストＯＮＥ
オンリーＯＮＥオンリーＯＮＥ

研究研究
技術技術
生産生産

大型テーマの創出大型テーマの創出

ＴＦＲＣ機能拡充ＴＦＲＣ機能拡充

固有技術の創出固有技術の創出

知的財産力の強化知的財産力の強化社外連携の強化社外連携の強化

人材の確保・育成人材の確保・育成

研究改革ステップアップ研究改革ステップアップ
生販技研の早期連携生販技研の早期連携

ＳＺプロジェクトＳＺプロジェクト

営業営業
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